
一緒にさわって、考えよう！
大学図書館の生成AI活用報告：成果報告会

国立大学図書館協会中国四国地区協会 助成事業

発表者：愛媛大学図書館 首藤



これは、良かった

・常識ある社会人としての文案作成

英文メールは圧倒的に楽。

・タスクの抜けやリスクの考慮

業務の抜けや、コンプライアンス（炎上）の把握には最適。

・Excelシート内のデータを分析・計算

使いこなせば業務の効率化が大いに期待できる。

・一般的なアイデア出し

はずれのないキャッチコピーや質問が、次々に作成。

・画像の作成

悔しいほど、お上手。



（良かった例：英文メールの作成）



（良かった例：一般的なアイデア出し）



（良かった例：画像の作成）



命令文の内容例

「ＣｈａｔＧＰＴ」「プロンプト」で検索し、出てき
た文言を参考にしました。

note株式会社CXOの深津貴之氏、曰く

「逃げ道をなくして追い詰めていくような質
問を考える」が良いそうです。

https://logmi.jp/business/articles/328358



・正解を求めた検索

論理的な文章だから信じそうになるが、正解とは限らない。

・これぞというアイデア出し

掘り下げたり、ずらしてくれないから天才にはなれない。

・ローカルデータとの連結

業務には、ローカルデータとの紐づけが多数あり。公開してよいデータを切り分け
て、ChatGPTと繋げるとよいのだが。

これは、ダメだった。



（ダメだった例：正解を求めた検索）



（ダメだった例：これぞというアイデア出し）



・手間暇かけて、育てよう。

個人情報や機密データを全部除いた質問文を作成し、別ウインドウを立ち上げて質問す
るのはちょっと面倒。何度もやり取りを繰り返すのも、これまた、ちょっと面倒。しかし、これ
を省けば上手くいかない。

・想像力が伸びる。

一通り使うと、何をすればよいか分からなくなる。外部データに接続せず、ヘビーユーザー
になれる人になるためには、頭を柔らかくする必要があるかも。。

・結果を人と共有すると楽しい。

チーム内で結果を共有すると、これをネタに盛り上がり、俄然、楽しく。。。

所感



・間を繋ぐ人（アプリ）が欲しくなる。

指令を、的確に言語化し、ChatGPTとの間を繋ぐ人（アプリ？）が欲しくなった。

要は裏で動いてほしいというか。。。

・結構、いい先生。

丁寧でわかりやすく、的を射た質問をするのは難しいが、逆に「ChatGPTを使える自分にな
る。」というモチベーションを持って使い続けると、自己成長につながる。

めちゃくちゃ褒めてくれるので、いやな気はしない。

・飽きてからが本番？

使い倒せば、もっと違う風景が見える気がする。


